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与
軋
瞥
学
感
謝
募
集
に
続
カ

塾
歳
で
横
浜
市
の
鶏
〓事
を
離
れ
、
与
諭
島

で
暮
ら
す
少
女
が
い
る
。
島
の
人
の
撮
か
き

や
、
透
き
通

っ
た
灘
に
魅
せ
ら
れ
て
単
身
移

住
し
て
き
た
与
論
高
校
３
年
の
川
越
夢
津
美

さ
ん
（１８
）
。
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
与

論
に
恩
返
し
す
る
こ
と
を
薔
い
、
４
月
か
ら

黍

突

静

響

二

麗

乗
兄

の
事

留
学
″
を
き
っ
か
け
に
、
人
目
減
少
に
悩
む

与
論
町
は
、
関
東
や
関
西
に
住
む
生
徒
を
島

に
呼
び
込
菅
動
き
を
本
格
化
さ
せ
る
。

２
日
に
あ
っ
た
与
論
高
校

曇

。
―

減
需
が
λ
話
れ
キ
長
涌
子
さ

ん
倉
し
の
姿
が
あ
っ
た
。
隣

に
写

諭
で
蓼
塑
蜃
タ
ツ
だ

っ
た
薔

雲

λ

Ξ

。

カ
メ
フ
を
構
え
た
本
国
さ
ん

が
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
送
る

と
、
入
場
し
て
き
た
夢
津
美

さ
ん
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

０

神
奈
川
県
で
育

っ
た
夢
津

一奏
さ
ん
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
の
種
子
さ
ん
の
仕
事
の
都

師
、
人
輔
増
へ
呼
び
逃
み
本
腰

合
で
、
中
学
２
年
で
横
浜
市

に
転
居
し
た
。
そ
れ
ま
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
い

た
が
、
途
中
で
新
し
い
チ
ー

ム
に
加
わ
る
こ
と
に
た
め
ら

い
が
あ
っ
た
。
次
第
に
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
店
や
グ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
を
転
々
と
す
る
よ
う

に
な
り
、
「
刺
激
の
な
い
生

活
」
が
続
い
た
。

純
子
さ
ん
は
仕
事
が
忙
し

く
、
帰
宅
す
る
の
は
い
つ
も

夜
。
■
人
い
圭
撃
ュ
ニ
」
と
が

彎

髪

羮

元

の
電

浮
か
ん
だ
の
は
、
以
前
、
純

子
さ
ん
と
旅
行
で
偶
然
訪
れ

た
与
論
島
の
民
宿
豪
番
響
ご

だ
っ
た
。

楽
図
荘
は
本
園
さ
ん
一
家

４
人
が
切
り
盛
り
す
る
。
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や
修
学
旅
行

の
引
率
教
諭
、
近
所
の
人
々

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
出
入
り

す
る
。
大
家
族
へ
の
あ
こ
が

れ
も
あ
り
、
中
２
の
夏
休
み

を
使
っ
て
■
人
で
訪
ね
た
。

住
み
込
み
で
民
宿
を
手
伝

い
な
が
ら
■
力
月
過
ご
す

と
、
与
論
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
。
「
い
ろ
い
ろ
な
大
人

と
出
会
い
、
世
界
が
広
が

っ

た
。
方
言
が
飛
び
交
う
地
域

の
人
と
の
ふ
れ
合
い
は
温
か

く
、
毎
日
き
れ
い
な
海
で
遊

べ
る
。
都
会
に
は
な
い
刺
激

的
な
生
活
だ
っ
た
」

本
園
さ
ん
の

「住
ん
じ
ゃ

え
ば
」
と
い
う
言
葉
で
移
住

を
決
め
た
。

◆

２
０
■
■
年
４
月
、
与
諭

中
学
校
に
転
校
。
田
暴
穣

、̈
夢

津
美
さ
ん
が
希
望
し
た
与
諭

高
校
へ
の
進
学
だ
っ
た
。

当
時
の
町
教
育
長
、
日
中

國
詈

承

じ

に
喜

と
、

予

賣

倉

与
書

ヘ

の
進
学
に
難
色
を
一不
レ
た
。

当
時
は
、曇

薯

が

５

届

学
区
域

（学
区
ご

内
の
県

冨

誓

鋼鮒
卿お
彗の
っ
シ彙
な
ら
，
ヽ

腰

字

冬

鍵

襲

っ
て
い
る
与
論
高
に
と
っ
て

■
人
の
入
学
が
ど
れ
ほ
ど
大

切
か
を
訴
え
続
け
た
。
■
年

後
、
県
教
委
が
進
学
を
認
め

た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
中
さ

ん
は

「特
例
中
の
特
例
だ
っ

を

雪

」
と
５

。

県
教
委
は
１３
年
５
月
、
離

島
や
■
学
年
■
２
０
人
以
下

の
小
規
模
校
の
学
区
を
撤
廃

し
た
。
夢
墜
琴
奈
欠
ｐ
与
論

高
写

牟

し
左

俊
、
界

か
の

撃

俸

魔

量

讐

る
ハ
ー
ド
ル
は
大
き
く
下
が

っ
た
。

０

与
論
高
の
入
学
者
晨
一こ
の

“
年
で
半
減
し
、
本
年
度
の

在
校
生
は
■
６
０
人
。
危
機

感
矛
菫
Ｉ
ζ
じ
２
聾
婆
要
は
４

月
か
ら
、
間
受
幕
由
【西
地
区

な
ど
の
大
都
市
圏
に
出
向
い

て
、
生
徒
獲
得
に
本
格
的
に

乗
り
出
す
。

配
希
す
る
バ
ン
フ
レ
ツ
ト

に
は
、
与
論
の
魅
万
や
夢
津

美
λ

梁
藝
雷
畿

。

誓

奎

″
ι

て
肥

協
力
す
る
夢
津
栄
さ
ん
は
、

将
来
は
観
光
業
に
携
わ
り
、

与
諭
に
帰
る
つ
も
り
だ
。

島
の
暮
ら
し
は
都
会
の
子

ど
も
に
と

っ
て
魅
万
的
―
。

町
は
夢
津
美
さ
ん
を
通
じ

て
、
あ
ら
た
め
て
足
元
の
宝

に
気
付
く
こ
と
に
な
っ
た
。

与
諭
ば
か
り
で
な
く
、
生
徒

確
保
に
悩
む
他
の
自
治
体

も
、
県
外
に
目
を
向
り
０
き

っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
（永
山

一
樹
、
五
反
田

租
参

横浜出身。夕ll越さん


